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技術の特徴
・市販品サイクロデキストラン（CI）には抗う蝕作用および包接作用（可溶化作用、安定化作
用等）を示す成分が含まれる。

・難溶性のイソフラボンアグリコンを可溶化するには、イソフラボンアグリコンとサイクロデキ
ストランを粉状固体同士で混合することが効果的。混合物を溶解、乾燥後、さらにサイクロ
デキストランを加えて混合すると、より可溶化効果が高まる。

研究の内容

今後の展開
・様々な種類のフラボノイドや、その他の難溶性の機能性成分をサイクロデキストランある
いはα-1,3-分岐サイクロデキストランを用いて可溶化する方法を開発する。
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(2015/3/31).

以上は民間企業との共同研究および農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業により得られた
研究成果です。
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